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1. はじめに 

現代の日本人は，ガン・脳血管・心疾患などの生活習慣

病による死亡者数が増加傾向にある．生活習慣病の予防

にはバランスの取れた食事や適度な運動などに加えて，

食事時刻の差異を少なくすることも重要であることが，

時間栄養学により新たに判明した[1]．しかし，食事時

刻の差異を検出するデバイスが存在しない． 

我々は，外耳道の動きを入力情報とする常時装用型入

力装置(earable
TM，イアラブル)を使用し，ユーザのライフロ

グの取得を行っている[2]．現状のイアラブルは食事時刻

の推定が可能である．本稿では，イアラブルを用いて推定

した食事時刻をもとに，日々の食事時刻の差異を検出する

アルゴリズムおよびそのシミュレーション結果を報告する． 

2. 食事時刻差異検出アルゴリズム 

本アルゴリズムは，イアラブルにより食事時刻を推定した

データを対象にしている．食事時刻の推定データ 2 種類

𝑨，𝑩を用意する．𝑨，𝑩を式(2.1),(2.2)に示す． 

𝑨 = {𝑎1, 𝑎2, ⋯ , 𝑎𝑖, ⋯ , 𝑎𝑛} (2.1) 

𝑩 = {𝑏1, 𝑏2, ⋯ , 𝑏𝑖, ⋯ , 𝑏𝑛} (2.2) 

𝑎𝑖，𝑏𝑖を食事データの集合𝑨，𝑩の各要素とする．𝑎𝑖，𝑏𝑖

は，どの時刻に食事をしたかを真理値(0 または 1)で示す

データである．𝑎𝑖，𝑏𝑖が 1の場合，その時刻に食事をしてい

ることを示し，0 の場合，その時刻に食事をしていないこと

を示す．また𝑎𝑖，𝑏𝑖の時間分解能は 5 分のため，食事時刻

の推定データの長さが 1 時間の場合の要素数𝑛は 12 個，

食事時刻の推定データの長さが1日（24時間）の場合の要

素数𝑛は 288個となる． 

本アルゴリズムは，食事時刻の推定データを入力データ

とし，食事時刻の差異を検出する．その判定式を式(2.3)，

(2.4)に示す． 

𝑠𝑖 = 𝑎𝑖・𝑏�̅� (2.3) 

𝑓𝑖 = 𝑎�̅�・𝑏𝑖 (2.4) 

𝑠𝑖， 𝑓𝑖は式(2.3)，(2.4)によって得られる真理値(0 または

1)を示す出力データである．𝑠𝑖，𝑓𝑖を各要素とする出力デ

ータの集合𝑺，𝑭を式(2.5)，(2.6)に示す． 

𝑺 = {𝑠1, 𝑠2, ⋯ , 𝑠𝑖, ⋯ , 𝑠𝑛} (2.5) 

𝑭 = {𝑓1, 𝑓2, ⋯ , 𝑓𝑖, ⋯ , 𝑓𝑛} (2.6) 

𝑺，𝑭の各要素𝑠𝑖， 𝑓𝑖のどちらが先に 1 を算出するかによ

り「食事時刻が遅い」か「食事時刻が早い」を判定する．こ

こで食事時刻に差異が生じない場合，𝑺，𝑭の各要素𝑠𝑖， 𝑓𝑖

は全て 0 を出力する．食事時刻の差異と𝑠𝑖， 𝑓𝑖の値の対応

関係を表 1に示す．  

表 1 食事時刻の差異と判定条件 

1 を算出する順番 食事時刻の差異の検出結果 

𝑠𝑖が 1 を算出した後𝑓𝑖が算出 

𝑓𝑖が 1 を算出した後𝑠𝑖が算出 

食事時刻が遅い 

食事時刻が早い 

3. シミュレーション結果 

本シミュレーションでは，入力データとして食事時刻の推

定データを以下の 2 種類𝑨，𝑩を用いる．入力データ𝑨，𝑩

は，夕食を想定して 19時からの 1時間の長さとした[3]．本

シミュレーションは𝑨，𝑩から，「食事時刻が遅い」場合と「食

事時刻が早い」場合を検出する． 

𝑨 = {0,0,0,0,1,1,1,1,0,0,0,0}食事時刻は 19:20～35 

𝑩 = {0,0,0,0,0,0,1,1,1,1,0,0}食事時刻は 19:30～45 

シミュレーション結果の一部を表 2に示す．表 2より，𝑺に

おいて，19 時 20 分と 25 分に𝑠𝑖 = 1と算出される要素があ

る．一方𝑭において，19時 40分と 45分に𝑓𝑖 = 1と算出され

る要素がある．よって判定条件から，食事の差異検出は，

「食事時刻が遅い」となる．「食事時刻が早い」状況におい

ても適切な判定結果が得られたが，本稿では紙面の都合

上，割愛する． 

表 2 シミュレーション結果の一部 
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4.まとめ 

イアラブルにより推定した食事時刻をもとに食事時刻の

差異を検出するアルゴリズムの開発を行った．今後は，以

前開発した食事推定アルゴリズム[4]を改良し，食事時刻

の推定精度の向上を目指す． 
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